
脳が発達するしくみとその障害
どのようにして神経回路ができはたらくのか、それが障害されると何が起きるのか
本講座では、スーパーコンピュータ以上に優れた能力も発揮する脳がどのように発達する
のか、神経細胞の誕生から神経回路の形成、および脳が発達とともに成長するしくみ、脳の
発達に異常をきたすと何が起きるのか、脳発達の障害に関する基礎研究についても学び
ます。

全1回 ・ 6月18日（土） 10：00～11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　応用生物科学科　嘱託教授／理学博士古市 貞一

顔を見ること・顔を見られること
顔を介したコミュニケーションがどのように行われるのか、相手の表情を読み取る手がかり
はなにか、そして人はなぜ顔を見ることがこんなにも得意なのか、など顔にまつわる様々な
話題をご紹介します。

全1回 ・ 7月2日（土） 10：00～11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　教養教育研究院　野田キャンパス教養部　准教授／博士（行動科学）市川 寛子

老いと死を科学する
私たちは、いつかは「老い」て必ず「死」が訪れます。老化の主な要因は、活性酸素や、食物や環境物
質に含まれる発癌性物質などであります。ただ、ヒトの老化過程には個人差がみられ、後天的な要
因によって大きく左右されます。つまり、老化を起こす要因を考えて生活すれば、老化はコントロー
ルできるものなのです。一方、老いの先に訪れる「死」は、遺伝子として私たちの全ての細胞にプロ
グラムされています。「死のメカニズム」は生命進化の歴史のなかでいつごろ現れたのか、なぜ死
がなければならなかったのかといった死のある意味を考えます。本講座で、「老い」と「死」を科学の
面から理解し、高齢社会をより良く生きるヒントを考えてみたいと思います。
全1回 ・ 6月4日（土） 15:00～17:00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　研究推進機構　総合研究院　教授／博士（薬学）田沼 靖一

人工臓器の歩み
高齢化を支えるいろいろな人工臓器
治療目的の医療機器として20世紀中頃から臨床に使い始められ、今や高齢化社会においても必
要不可欠となった人工臓器をご紹介致します。狭くなった血管を広げる金属の網のようなステント、
拍動しない（ドキドキしない）人工心臓、重症コロナウィルス感染症患者の最後の砦である膜型人
工肺（エクモ）、寝たきりから解放してくれる人工関節、長い実績と信頼性を誇る人工腎臓、霞んで
いた視界がたった30分でクッキリ明るくなる眼内レンズ、最新技術の塊のような人工内耳を手に
取りながら、体の中のミクロの世界へ旅してみましょう。そこには医学と工学のコラボレーションの
歴史が展開します。人工臓器がより身近になったことを実感して頂けると思います。
全1回 ・ 7月9日（土） 10:00～12:00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東都大学　副学長／三重大学　名誉教授／工学博士堀内 孝

免疫ってなんだろう？
身体を守るメカニズム
近年、免疫力を上げる、という言葉をよく耳にするようになりました。しかし、免疫とは一体ど
のようなシステムで、私たちの身体を守ってくれているのでしょうか。
本講座では、免疫システムの基礎を、日常的な疾患や予防と関連させながら学ぶことで、感
染防御（ワクチン）、自己免疫、アレルギー、癌免疫など、免疫学の基礎と、最先端の研究動向
について解説します。

全1回 ・ 9月10日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　生命医科学研究所　生体運命制御部門　教授／農学博士後飯塚　僚

講座概要やお申し込み方法の詳細、受講規約（キャンセルポリシー含む）等は東京理科大学オープンカレッジHPよりご確認下さい。
詳しい講座内容については各講座のQRコードからも直接講座ページをご覧いただけます。
一部の講座はパックでのお申し込みが可能です。個別にお申し込みいただくよりお得な割引受講料となりますので是非ご活用下さい。
パック受講が可能な講座は、シリーズ名の欄にパック受講料を記載しています。なお、ハイブリッド形式で実施する講座についてはオンライン/会場型
いずれかのパックを選択いただく形となります。

化粧品の原料
化粧品の原料名を見ただけでは、どのような物質であるか理解することは簡単ではないと
思います。本講座では化粧品に用いられる原料の理解を助けるため、いくつかのグループ
に分けて解説します。

全1回 ・ 7月16日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 花王株式会社　研究開発部門　上席主任研究員早瀬 基

化粧品の乳化・可溶化
乳化・可溶化とは化粧品の製品開発の基盤技術であり、互いになじまない水と油を均一に
分散する技術です。本講座では乳化・可溶化の基礎をふまえ化粧品処方の設計方法を分か
り易く説明します。

全1回 ・ 7月23日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 千葉科学大学　薬学部　薬学科　准教授／Doctor of Natural Science山下 裕司

化粧品の成り立ち
市場に溢れている様々な特徴ある化粧品は、多くの場合、水や油や粉状の原料など、お互い
に混ざらない、なじまないものを原料に、工夫して作られています。本講座では、化粧品製剤
の成り立ちと機能を発揮させるための仕組み、素材の使い方について解説します。

全1回 ・ 6月25日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　先端化学科　客員教授／工学博士鈴木 敏幸

化粧品の基礎界面化学
化粧品は、固体／液体、液体／液体、液体／気体などの各種界面の制御技術により作られ
ており、また使用後は、肌や毛髪などの界面との相互作用により機能を発現します。本講座
では、化粧品技術の中核をなす界面化学について平易に解説します。

全1回 ・ 7月9日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　先端化学科　教授／博士（工学）酒井 秀樹

ロケットを知ろう
ロケットはどうやって飛んでいるのでしょう？飛行機は大気が機体を支えて空中に浮かんで
いますがロケットは違います。本講座では、ロケットと飛行機の飛び方の違いやメカニズム、
ロケットエンジンの基本的な仕組みについて解説します。また、最近のロケット開発にも触
れ、世界でどのようなロケットが作られつつあるかについて紹介します。

全1回 ・ 6月19日（日） 13:00 ～ 14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　工学部　情報工学科　准教授

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造研究センター／博士（工学）

立川 智章

地上・宇宙Dual開発への招待
有人宇宙時代へ向けた異分野連携の可能性
人類の宇宙進出を実現するためには、ロケットや宇宙船の技術に加えて、衣食住や環境など
に関連する様々な技術が必要になります。このような広範な技術を効果的に開発するため
には、これらの技術を宇宙専用に開発するのではなく、地上の技術との適切な連携が欠か
せません。本講演では、地上－宇宙のDual開発を目指したスペースシステム創造研究セン
ターの試みを紹介し、様々な分野での連携の可能性を議論できればと思います。

全1回 ・ 6月12日（日） 13:00 ～ 14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　電気電子情報工学科　教授

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造研究センター　センター長／博士（薬学）

木村 真一

ロケット・エンジンの進歩
ロケットを飛翔させる原動力を生みだしているのがロケットエンジンです。ロケットは13世
紀に中国で発明されたと言われていますが、第2次世界大戦後に宇宙開発が本格的に開始
され、人工衛星、有人飛行、月着陸、惑星探査などへと発展し、現在は宇宙旅行の時代が幕
を開けようとしています。本講演では、ロケットエンジンの開発の歴史を追いながら、様々な
ロケットエンジンについて、その特性や信頼性の向上について解説します。

全1回 ・ 6月26日（日） 13:00 ～ 14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　工学部　機械工学科　教授

東京理科大学　総合研究院スペースシステム創造研究センター／工学博士

山本　誠

※K01 ～ K06 サイエンス講座 宇宙理工シリーズは東京理科大学 総合研究院スペースシステム創造研究センターとの共催講座です。

オリエンテーションと化粧品概論
本講座は、化粧品を学びたい人にとって手引きとなる啓蒙書として刊行した「化粧品科学へ
のいざない」(薬事日報）をもとに、化粧品に関わる科学技術を俯瞰しつつ、化粧品の生活や
文化との関わり（QOL）の側面も含めた化粧品の概要を解説します。

全1回 ・ 4月16日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　先端化学科　客員教授／理学博士坂本 一民

化粧品の科学技術史
日本処方のルーツを辿る
本講座では、日本における近代化粧品の歴史的変遷を具体的な事例を交え紹介し、新しい
化粧品技術がどのような経緯で生まれるかを紐解きます。ヒット商品が生まれる必然性と偶
然性を知るとともに、日本の化粧品処方の強みを考えます。

全1回 ・ 5月14日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 株式会社ベルヴィーヌ　取締役　副社長／JCCエグゼクティブアドバイザー

医学博士／薬学博士／経営学修士

南野 美紀

化粧品とビジネスアライアンス
本講座では化粧品業界の特性を理解しつつ、同業や異業種とどのようにアライアンスを組
むことにより自社の弱みを補い強みを更に強化するか、その基本的な考え方と実例を解説
します。

全1回 ・ 4月23日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 武庫川女子大学　薬学部　客員教授／JCCエグゼクティブアドバイザー／工学博士神田 不二宏

化粧品をめぐる心理学
本講座は化粧の歴史を、生物の進化という巨視的な視点、西洋対日本という比較文化的視
点、明治維新以降の日本という近代史的視点など、レンズの拡大率を変えながら振り返りま
す。さらに、スキンケアとメークの区別、油と水、衛生観、公と私、慈しむ化粧と飾る化粧、ス
キンケア・メーキャップ・フレグランスの心理効果など総合的に解説します。

全1回 ・ 5月21日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東北大学大学院　文学研究科　教授／博士（文学）阿部 恒之

宇宙理工シリーズ　　　〔パック受講料　9,500円　講座番号　P01（オンライン）・P01-1（会場）〕

化学シリーズ  〔化粧品の概要〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P02（オンライン）・P02-1（会場）〕

化学シリーズ  〔化粧品の基礎〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P03（オンライン）・P03-1（会場）〕

生命・薬学シリーズ  〔人体の不思議〕　　　〔パック受講料　9,500円　講座番号　P05（オンライン）・P05-1（会場）〕

酵素ってなんだろう？
酵素はどのようにしてはたらくのか、そしてどのような可能性をもっているのだろうか
酵素は、触媒機能をもつ生体分子の総称で、生物が生きるために必要な様々な化学反応と
密接に関わっています。又、産業の上でも大変利用価値の高い分子として注目されており、
医療面では新薬の設計開発も行われつつあります。現代の酵素学、タンパク質科学の基本
的な側面を、最新のトピックスも交えて紹介します。

全1回 ・ 6月25日（土） 10:00～12:00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　名誉教授／農学博士田口 速男

植物の生き方・人との共生
植物を理解し、環境・食料・エネルギー問題解決に向けてその力を活かす
今後ますます私たちが直面する環境・食糧・エネルギー問題解決のためには、植物こそ私たちが
生きていく上でのパートナーであることを理解し、その生き方を学び、植物の力を活かすことが鍵
を握ります。本講座では、動物とは一味違う植物の生き方、植物が発達させた能力を、ミクロからマ
クロまでの多様な観点から植物の立場に立って考えながら、私たちは植物とどのようにつきあうべ
きかを考えてみましょう。生物多様性の恵みや、東京理科大学野田キャンパスで学生や市民と共に
取り組んでいる環境保全活動についてもご紹介する予定です。

全1回 ・ 7月3日（日） 13:00 ～ 15:00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　応用生物科学科　教授

東京理科大学　理工学研究科　農理工学際連携コース長／理学博士

朽津 和幸

植物が生きるしくみの不思議
植物に神経や免疫はあるか？
私たちに栄養や香りなどさまざまな恵みを与えてくれる植物は、周囲をどのように感知し、情報をどのよ
うに処理しているのでしょうか？環境変化や外敵の攻撃をどのように認識し、どのように情報を伝えてい
るのでしょうか？植物には神経や免疫はあるのでしょうか？本講座では、最近研究の進歩が著しい最先端
の植物科学の知見を紹介しながら、植物の体の中で起きているダイナミックな営みを探ってみましょう。
講座の後には、植物を見る目が変わり、植物の気持が少し理解できるようになっているかも知れません。

全1回 ・ 7月10日（日） 13:00 ～ 15:00　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　理工学部　応用生物科学科　教授

東京理科大学　理工学研究科　農理工学際連携コース長／理学博士　

朽津 和幸

生命・薬学シリーズ  〔酵素・植物の働き〕　　　〔パック受講料　9,500円　講座番号　P06（オンライン）・P06-1（会場）〕

脳の健康と病気
認知症とうつ病
脳は、各部位ごとに独自の機能を果たしながら全体として繊細で巧妙な連携により一つの意識や心
を形成しています。その脳の健康が損なわれると、様々な神経疾患（アルツハイマー病やパーキンソ
ン病など）や精神疾患（うつ病や統合失調症など）を引き起こします。いずれも、多くの治療薬が開発
されていますが、未だ根本的な治療には至っていません。本講座では、脳の仕組みを概説したのち、
国内外で患者が増え続けている認知症とうつ病について、現在の考え方をご説明します。さらに、本
学薬学部で研究中のうつ病バイオマーカーや経鼻投与を用いた治療薬候補についてご紹介します。

全1回 ・ 6月11日（土） 13：00～14：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　名誉教授／薬学博士岡 淳一郎

脳科学　精神疾患について
精神疾患の治療薬　現状と課題
精神疾患である、うつ病・不安神経症・統合失調症・・・これらは、「脳と心の病気」と言える
でしょう。精神疾患の治療薬開発は、試行錯誤を繰り返しながら、毎年少しずつですが改良・
進歩をしています。
本講座では、精神疾患治療薬の現状と課題について概説します。

全1回 ・ 7月10日（日） 10：00～11：30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 東京理科大学　薬学部　薬学科　教授／博士（薬学）斎藤 顕宜

生命・薬学シリーズ  〔脳科学〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P07（オンライン）・P07-1（会場）〕

化粧品の評価
化粧品の目的は、健やかな皮膚の維持と美しく整えることにあります。また、継続して使用
する上で、心地よい使用感が求められます。スキンケアやメイクアップ化粧品の評価には気
を付けるポイントがありますので、製品ごとの特長や違いを可視化した実例をあげ分かり
やすく説明します。

全1回 ・ 8月27日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 日本顔学会　会長菅沼 薫

化粧品と皮膚　美と健康は表裏一体
健康な肌の構造や機能を解説し、紫外線、ライフスタイル、食生活、および心と身体の健康
がどう肌に関係するか、加齢でどう変化するかを説明します。肌の健康（美）を目指すことが
結果的に健康長寿の実現にもつながるというお話です。

全1回 ・ 8月6日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 岐阜薬科大学　香粧品健康学講座　特任教授／博士(薬学)井上 紳太郎

化粧品の安全性とその評価法
化粧品は、ヒトの健康に危害を与えないことを示すために設計された予知的安全性評価に
支えられ、重篤な健康被害をもたらすことは滅多にない安全なものと考えられています。本
講座では、多くの人たちが一生のうちの長期間にわたって使用する化粧品の開発における、
化粧品の安全を立証するための考え方と評価法について解説します。

全1回 ・ 9月10日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 国立医薬品食品衛生研究所　主任研究官小島 肇

化粧品と皮膚科学的応用
本講座では、保湿効果の高いスキンケア製品、紫外線から皮膚を守るサンスクリーン剤、皮
膚病変部位を覆い隠すメイクアップ製品など、皮膚疾患患者の生活の質（Quality of life: 
QOL）の向上に有用な化粧品の活用について解説します。

全1回 ・ 9月3日（土） 13:00～14:30　受講料：3,500円　定員：オンライン50名／会場20名
講 師 昭和大学藤が丘病院　皮膚科　診療科長　教授中田 土起丈

化学シリーズ  〔化粧品の肌への作用〕　　　〔パック受講料　13,000円　講座番号　P04（オンライン）・P04-1（会場）〕

※K07～K30  サイエンス講座  化学シリーズは東京理科大学  総合研究院  界面化学研究部門と、一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター（JCC)の協賛講座です。




